
日立評論 VOL.68 No.4(1986-4)341

自立忘諾特許

燃料集合体(そのり
沸騰水型原子炉の従来の燃料集合体

は,半径方向で中性子束の高い周辺部

の濃縮度が中央部よりも低くなってい

る｡したがって,燃料集合体は,周辺

部の核分裂性物質が消費されたときに,

核分裂性物質が中央部に多量に残って

いる状態で使用済み燃料集合体として

炉JL､から取り出される｡

本発明は,上記問題を解消して核分

裂性物質の有効利用を図ったものであ

る｡本発明の燃料集合体は,半径方向
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図l 燃料集合体
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図2 燃料集合体の各燃料棒の濃縮度分布

の周辺部に平均濃縮度の高い燃料棒

を,中央部に平均濃縮度の低い燃料棒

を酉己置し,上部領域の濃縮度が下部領

域の濃縮度よりも低い燃料棒をもって

いる(図1及び囲2)｡

高濃縮度の燃料棒を中性子束の高い

周辺部に配置することは,周辺部の無

限増倍率を増加させ,燃料集合体全体

の無限増倍率の向上につながる｡した

がって,核分裂性物質の有効利用がで

き,燃焼度が増大する｡一方,上部領

域の濃縮度を高くすることによって軸
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方向の出力分布を平たん化しているの

で,燃料集合体の軸方向出力ピーキン

グは,従来よりも低くなる｡

l.特長･効果

(1)核分裂性物質の有効利用による燃

料集合体の高燃焼度化

(2)軸方向出力ピーキングの低下

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭58-Z6Z92号

｢燃料集合体+

燃料集合体(その2)
J京子炉の燃料プールで,使用Lたチ

ャンネルボックスを燃料集合体から取

り外して,再度燃料ハンドルに装着する

場合,チャンネルボ､ソクスの下一端が上部

タイプレートのポスト上面に乗り_Lげ

て,スムーズに装着できない場合があ

った｡上記問題点を解消する本発明の

燃料集合体は,上部タイプレ【トの3

本のポストA～Cに,図1に示すように

上部タイプレート側壁側に向かって傾

斜する傾斜面をもっている｡ポストA-

Cは,国2に示すように上部タイプレー

ト上面の四隅の3箇戸斤に配置きれる｡

チャンネルボックスが上方から燃料

ハンドルに装着される｡このとき,‾‾F

降するチャンネルボックスの軸心が燃

料ハンドルの軸心と少しずれたとして

も,チャンネルボックスの下端は,ポ

ストA～Cのいずれかの傾斜･面に治って

下降し,上部タイプレート側壁側にガ

イドされる｡
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図l 本発明の燃料集合体
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図2 上部タイプレート

1.特長･効果

(1)チャンネルボ､ソクスの装着時間を

短縮できる｡

(2)作業員の被ばくの危険性を低減で

きる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第‡282848号

(特公昭58-6919号)

｢核燃料集合体+他】件
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日立冨諾特許

原子炉制御棒駆動装置の洗浄装置
原子炉での制御棒馬区動装置(以下,

CRDと称す｡)は,放射性クラッドが蓄

積することから定期的に洗浄されてい

る｡この際,作業員を放射能被ばくか

ら守るため,洗浄作業は極力自動化し,

人手によらず,かつ能率的に行なうこ

とにより被ば〈低減を図ることが望ま

れている｡

日立製作所では,図1に示すように

CRD洗浄作業の大部分を自動化した洗

浄装置の開発に成功した｡この装置は,

(1)洗浄水槽,(2)該水槽内に敷設された

CRD搭載台車移動用レール,(3)該レー

ル上に載置されたCRD搭載用台車,(4)

前記台車に設けられたCRDクランプユ

土ット,(5)前記台車とは別の場所に設

置され,かつ移動可能なCRD解体及び

組立用クランプユニット,(6)CRDのチ

ューブ外面を洗浄するための洗浄水噴

射ノズル,(7)CRDチューブ内面を洗浄

するための洗浄水スプレーノズルを備

え,かつ水槽内を移動可能としたラン

スを含む洗浄ユニットとを基本構成と

するものである｡

洗浄水槽

洗浄ユニット CRDクランプユニット

外面洗浄水噴射ノズル

RD

土

内面洗浄水 CRD解体及び組立用

スプレー/ズル クランプユニット

フ

ンス≠育
CRD搭載用台車 CRD搭載台車移動用レール

図I 洗浄装置の概略図

本装置は,i欠の各作業を自動的に行

なう｡

(1)水槽内でのCRDの解体及び洗浄作

業

(2)多重管構造になっているCRDの各

チューブ外面の洗浄作業

(3)同じく,CRDを構成する各チュー

ブ内面の洗浄作業

1.特長･効果

(1)被ばく量を従来の÷に低減可能で
ある｡

(2)洗浄作業時問を従来の÷に短縮で
きる｡

(3)所要作業人員数を従来の÷に削減
可能である｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1300346号

(特公昭60-25758号)

｢原子炉制御棒駆動装置の洗浄装置+

回転羽根型蒸発器
放射性廃液を乾燥粉体化するための

回転羽根型蒸発器(図1)は,回転羽根

が摩耗するとその摩耗量に比例して羽

蒸気出口

ダ=Fl＋F2
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＼

図2に示すように,回転軸の軸心と

支持軸の軸心とを結ぶ直線1に直角で

羽根の支持軸を通る直線2を考えたと
伝熟面

き,この直線2よr)も内側(回転軸側)
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図l 回転羽根型蒸発器の全体図

支持朝

一一-

ト
レ

バランスウエート

直線1

回転軸の軸心

図2 回転羽根部分の詳細図

根の伝熟面への押付力が減少する｡こ

の押付力の減少は粉体化性能に大きな

影響を及ぼすため,従来は回転羽根を

頻繁に交換する必要があった｡

日立製作所では,この間題点を解決

し,回転羽根が摩耗しても押付力を一

定に保持できる技術を開発した｡

での回転羽根の部分にバランスウエー

トを設けた｡こグ)ように構成すること

によ-),回転羽根が摩耗すると羽根に

作用する遠心力八による押付カグ1がi成

少するが,同時にバランスウエートの

遠心力ムによる押付カグ2も変化するの

で,それら双方の押付力の和F=Fl＋

F2を常に一定にできる｡

t.特長･効果

(1)回転羽根が摩耗しても,羽根の伝

熱面への才甲付力を常に一定にできる｡

(2)回転羽根の摩耗限界を従来の約

3.5倍も増加できる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第I137025号

(特公昭5ト27753号)

｢回転羽根型蒸発器+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにこ利用いただいております｡またノウハウについても二億談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は‥･株式甘赴日立製イ皇帝 〒■00東京都千代田区丸の内一丁目5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3=4(直通)特許部特許営業グループ
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日立グラフィックスワークステーション2630

日立グラフィックスワークステーシ

ョ ン2630(以下,2630と略す｡)は,

HITAC Mシリーズ汎用コンピュータ

を中核とした口立CAD/CAM(Com-

puterAidedDesign/ComputerAided

Malュufacturing)システム:GRADAS

(Graphics System for Design and

Manufacturing Assistance)と結合す

るグラフイ･ソクスワークステーション

である｡2630は多くCり顧客グ)意見を牛

かし,高度グラフィ ック技術を巷に,

対話性と催いやすさを追求Lた(図1)｡
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図l 日立グラフィックスワークステーシ

ョン2630の外観

1.主な特長

(1)高度対話機能

カーソルの動きとともにi選択候補匡Ⅰ

形を表示するダイナミック ピック機

構,図形の拡大や移動を自由に行なう

ズーミング,パンニング,簡便な入ノJ方

式シンボルコマンド,図形相互の関連付

けのできるクラス機能,図升須多動･作成を

助けるトラッキング,ラバー バンド機能

など,充実した対話機能を具備している｡

(2)高インテリジュント化

図形作成コマンドの選択,人力を高

速化できるダイナミック メニュー,図

面の注記文を入ノJできる仮名･i英字変

換機能,グリッドの表示,丸め演算機

能などを装備している｡

(3)高性能ハードウェア

直線5方本/秒の高速描L萄,1万

7.000～10万本の直線を記憶できる図

形バッファ,JIS第1,第2水準漢字表

示,1,280トソト×1,024ドット高精細

CRl､(CathodeRayTube)を標準装備

している｡

(4)エルゴノミクスへの配慮

チルト,スイーベル機構付きCRT,

表l 主な仕様

項 目 イ士 様

基 本 部

セクソントバッファ2Mバイト(ユーザーエ

リアl.4Mバイト)10Mバイト固定デイス

ク,3.5in･8inフロッピー,)莫字(+lS第2

水準)

ホスト接続 回線接続･チャネル才妾続

グラフィック 20in･26れl.280ドソト×し024ドソト

ディスプレイ 16色･256色,60Hzノンインタレース

入出力機器

AO,A乙A4タブレット,X-Yプロッタ,

PTRP,ハードコピー(モノクローム･カラ

一),キーボード,ファンクションキー

主要機能

ダイナミック ピック,ズーム パン,アニ

メーション,シンボルコマンド,ダイナミッ

クメニュー,仮名･)粟字変換,ピクチャ

メニュー.ドラッキング,ラバー バンド

高さ調節可能操作卓,机上機昔旨自注掴己

置可能など,随所にエルゴノミクスを

配慮している｡

2.主な仕様

表1に主な仕様を示す｡

(日立製作所一 情報事業本部 コンビューーー一

夕事業部)

超高精細小形カラーモニタ装置"HM-4615”

急成長を糸禿けるエンジニアリングワ

ークステーシ ョ ン及びCAD/CAM

(Computer Aided Design/C()ⅠⅥputer

AidedManufacturing)市場に向けて,

他社に先駆けてノンインタレース化を

実現した20in超高精細カラーモニタ装

置HM-4619の姉妹機として,同一の表

示分解能をもつ小形,低価格の15inカ

ラ【モニタ装置HM-4615を開発し,レ

図l 超高精細小形カラーモニタ装置

"HM-4615''の外観

パートリーの拡充を図った(図1)｡

l.主な特長

(1)広い表示画面サイズ

フルスクエアスクリーンCRT(Cath-

odeRayTube)により15inクラスと同

じ外形寸法で16in相当の267mmX200

mmと庄こい画面サイズを実現した｡

(2)超高精細ノンインタレース表ホ

0.28mmド ット ピッチCRTと100

MHzのビデオ帯i或帽により､20inとⅠ司

等の分解能,画質を得た｡

(3)高信頼性

ビデオアンプのLSI化の実現,更に新

回路方式の導人により部品数のミニマ

ム化を【司r),高信綿化.コンパクト化

を実現Lた｡

(4)エルゴノミクスの追求

キャビネットはデスクトップに最適

なコンパクトサイズ,更にケーブル手妾

続はキャビネットベース部とし,ケー

ブル処王里の煩雑さを解消Lた｡また,

管面処理はA/Rコート又はシリカコー

表l 主な仕様

項 目 イ士 様

CRT サ イ ズ 15inフルスクエア

管 面 処 理 ノングレア,ハイコントラスト

表 示サ イ ズ 267mmX200mm Max.

表示分解能 l,280×し024 l′024>く768

水平周 三度数 64kHz 50kHz

垂直周 波数 60Hz 60Hz

ビデオ 帯i或 100MHz 70MHz

明 る さ 25F+

ミスコンバーゼンス 0.2mm(中心),0.4mm(周辺)

ビ デオ 入 力 アナログRGB

同 期 入 力 コンポジット,外書β

電 源 入 力 10(〕∨･200V切換可

消 費 電 力 140W

外部コントロール輝度,コントラスト

外 形 寸 法
幅3了4×奥行454×高さ400(mm)

(チルト台を含む【))

トを付加し,反射の少ない見やすいも

グ)とした｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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全ディジタル速度制御装置"D.川RACS-MG”

i合間可逆圧延機の制御装置は,過去

に電動発電機セットと磁気増幅器二丈は

回転増幅発電機の組合せから成るシス

テム構成で多数納入され,現在これら

の設備が更新の時期に入ってきている｡

一方,被圧延材の板厚精度など圧延精
度に対する要求はますます厳しくなっ

てきており,これらを達成するために

制御装置のディジタル化が必要となっ

ている｡

設備更新に際してコスト低減は重要

な要因であるため,設備すべてを一最新

のものに置き換えるのではなく,電動

発電機セットはそのままとし,磁気増

籠
岳 !き ∃

図l 冷間可逆圧延機用``D.HIRACS-MG''

の外観

幅器又は回転増幅発電機をサイリスタ

とディジタルコントローラで置き換え

る方式を採用し,これに対応して仝デ

ィジタル速度制御装置"D.HIRACS-

MG''を開発して,コスト低i成を図りな

がら制御の高精度化を達成した｡図1

に仝ディ ジタル速度制御装置"D.

HIRACS-MG''の外観を示す｡

l.主な特長

(1)高性能16ビットマイクロプロセッ

サによる仝ディジタル制御を採用した｡

(2)発電機界磁制御と電動機界磁利子卸

を組み合わせたもの2セットを,1台

のマイクロプロセッサで制御する方式

を採用し,コンパクト化とコストダウ

ンを実現している｡

(3)上位コントローラとのインタフェ

ースは,既に製品化しているディジタ

ル化レオナード装置などと同一のリモ

ート入出力装置を採用し,類似装置間

でのインタフェースの共通化を因って

いる｡

(4)巻太り制御･最大トルク制御など

のイ寸加機能をオプションとして用意し,

また電動機界磁電i充省エネルギー制御

などの新しい試みを多く採り入れている｡

表I 主なイ土様

項 自 内 容

主 電i原
電;原 電圧 AC450V/ACZ25V

フ旧数.周;虚数 3相50/60Hz±2Hz

補助電i原

ケ●一卜

回路電;原
ACZOO/220v.50/60Hz3相

制 御

回路電源
ACZOO/220V,50/60Hz3相

変換回路

接 諌売方式
発電機界磁サイリスク:逆並列接続

電動機界磁サイリスク:単変換接禾売

整;先 方 式

発電機界砲:3相全;凄制御

電動機欄:(済ッジ
正i里切換 無循環電)売方式

制御回路
制 御 方式

ASR/AVR＋マイナACR＋マイナACRR

界磁:EMF＋界磁ACR

正逆切換 電)売切換+OGIC方式

注:一時語説明 ASR(Automatic Speed Reguねtor),AVR

(Automatic Voltage Regul∂tOr),ACR(Automatic Current

Reg山atα).ACRR(Autom∂tic Current 鮎te Re糾l∂tOr).EMF

(ElectroMotive Force)

(5)界磁サイリスタ部とディジタルコ

ントローラ部を分離して,信頼性･保

守性を向上している｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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